
境
　

内
　

散
　

策

万

葉

集

に

う

た

わ

れ

た

多

摩

の

横

山

（
多

摩

丘

陵

）

の

一

角

を

と

り

込

み

、

千

古

の

緑

に

包

ま

れ

た

高

幡

不

動

尊

三

万

余

坪

の
境

内

は
ヽ

春

の

椿

・

≒

勘

か

に

始

ま

り

、

桜

（
三

〇

〇

株

丁

紫

陽

花

（

七

五

〇

〇

株

）
・

彼

岸

花

（
十

万

株

）
・

も

み

じ

二

二

〇

〇
株

）

な

ど

四
季

と

り

ど
り

の
花

木

に
恵

ま

れ
て

い
ま

す
。

又

新

選

組

記

念

碑

・

土

方
歳

三

像

・

上

杉

憲

顕

の
墓

・

お
鼻

井

戸

・

芭

蕉

句

碑

を

は

じ

め

史

蹟

・

文

学

碑

等

も
Ｉ

く

、

裏

山

不

動

ヶ

丘

に

は

山

内
（

十
（

ヶ

所

の

弘

法

大

師

像

が
ま

っ

ら

れ

て
お

り

ご
参

拝

に

歴

史
・

文

学

探

訪

に
森

林

浴

に
絶

好

の

寺
で

す

の
で

ご

ゆ

る
り

と

散

策

を

お
楽

し

み

下

さ

い
。

土

方

歳

三

像

新
選

組
副
長
土
方
歳
三
は
天

保
六
年
市
内
石
田
の
生
れ

、
明
治
二
年
五
月
十
一
日

箱
館
戦
争
で

戦
死
。
三
十
五
歳

。
毎
年
歳
三
の
命
日

に
近
い
五

月
第
二
日
曜
に

、
新
選
組

ま
つ

り
が

開
催

さ
れ
ま
す
。
尚

歳
三
の

生
家
は
高
幡
山

の
檀
頭
格
の
旧

家
で

す
。

五重塔　 平安時代初期の様式で建てられた美しい塔で、和様、

三于先出組、青銅瓦葺、塔高40m 、総高45m 。

大

日

堂

高

幡

山

の

総

本

堂

で

数

多

の

尊

像

が

ご
安

置

さ

れ
て

い

ま

す

。

昭

和
6
2
年

根

本

改

修

工

事

が

完

了

し

、

鎌

倉

時

代

様

式

の

堂

に

復

原

さ

れ

ま

し

た

。

鳴
り

龍

天

丼

や
江

戸

時
代

の

優

れ

た
彫

刻

群

、

新
選

組

の

近
藤
・
土

方
の

位

牌

、

後
藤

純

男

画

伯
の

豪

快

な
襖

絵

等

を

拝
観

で

き

ま
す

。

（
尚
襖
絵

は
年
末
か
ら
二
月
中

旬
ま
で
八
福
神
（
江
本
象

岳
画
伯

筆
）
に
変
わ
０
ま
す
）



高
幡
不
動
尊
金
剛
寺
の
沿
革

真
言
宗
智
山
派
別
格
本
山
、
高
幡
山
明
王
院
金

剛
寺
は
古
来

関
東
三
不
動
の
一
つ
に

挙

げ
ら

れ
高
幡
不
動
尊

と
し

て
親
し
ま
れ
て

い
る
。

そ
の
草
創
は
古
文
書
に
よ

れ
ば

大
宝
年
間
（
七
〇

こ

以
前
と
も
或
い
は
奈
艮
時
代
行
基
谷
薩
の
開
基
と
も
伝
え
ら
れ
る
が
、

今

を
去

る

Ｉ
、
一
〇
〇
余
年
前
、
平
安
時
代
初
期
に
慈
覚
大
師
円
仁
が
、
清
和
天
皇

の

勅

願
に
よ

っ
て
当

地
を
東

闇
鎮
護

の
霊

場

と
定

め
て
山
中

に
不
動
堂
を

建
立
し
、

不
動
明
王
を
ご
安
置
し
た
の
に
始
ま
る
。
の
ち
建
武
二
年
二

三
三
五
）（

月

四
日
夜
の

大
風

に
よ
っ
て
山
中

の
堂
宇

が
倒
壊
し
た

の
で

、
時
の
住
僧
儀

海
上
人
が
康
永
元
年

二

三

四
二
）

麓
に
移
し

建
て
た
の
が
現
在
の
不
動
堂
で

続
く
室
町
時
代

の
仁
王
門

と
も

ど
も
関
東
稀

に
見

る
古

文
化
財
で

あ
る
。
足
利

時
代

は
「
汗

か
き

不
動
」

と

呼

ば
れ
て
鎌
倉

万
万
を
は
じ
め
と
す
る
戦
国
武
将
の
尊
崇
を
あ
つ
め
、
江
戸
時
代
に
は

関
東

十
一
檀
林
・
火
防
の
不
動
尊

と
し

て
広
く
庶
民
の
信
仰
を
あ
つ
め
た
。
当
時
門

末
三
十
六
ケ
寺
を
従
え
た
大
寺

院
で

あ
っ
た
が
安
永
（

年

の
業

火
に
よ
り
大

日
堂
・

大
師
堂
を
は
じ
め
奥
院
伽
藍
を

一
挙

に
焼
失
し
た
。
そ
の
後
、

歴
代
住
持

の
尽

力
に

よ
り

徐
々
に
復
興
に
向
っ
た
が
殊

に
昭
和
五
十
年
以
降
五
重
塔
・
大

日
堂

・
鐘
楼
・

宝
輪
閣

・
奥

殿
等

の
工
事

が
続
き
、
更

に
近
年
大

師
堂
・
聖
天

堂

の
再

建
工
事

も

完
了
、

漸
く

往
時

を
凌
ぐ
程

の
寺
観
を
呈

す
る
よ
う

に
な

っ
た
。

総
重
量
一
、
〇

〇
〇

キ
ロ
を
超
え
る
巨
像
で

、
古
来
日
本
一
と
伝
え
ら
れ
た
重
文

丈
六
不
動
三
尊
は
千
年

ぶ
り

の
修

復

作
業

が
完

了
し
、
現

在

奥

殿
に
ご
安

置

さ
れ
て

お
り

、
正

面
か
ら
参
拝

可
。
（
左
の
写
真
及
び

説
明
文
を
参
照
）

丈

六

不

動

明

王

像

井

両

童

子

像
　

重
文

平
安
時
代

尊
容
き
わ
め
て
雄
偉
、
火
防
不
動

・
汗
か
き
不
動
と
呼
ば
れ
数
々

の
霊
験
を
伝
え
て
い
ま
す
。

古
来
日
本
一
の
不
動
三
尊
と
称
え
ら
れ
、
関
東
不
動
信
仰
濫
腸
の
霊
像
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こんがら童子像　重文
平安時代　193.2cｍ

不動明王坐像　 重文

平安時代　2日5.8cｍ

せいたか童子像　 重文

平安時代　230,4cｍ

仁

王

門
　

重

文
　

室
町
時
代

仁
王

門
は
当
初
楼
門
と
し
て
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
途
中
で
変
更
さ
れ
、
楼
上
の

主
要
部
を
覆
う
様
な
形
で
切
妻
の
屋
根
が
か
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
昭
和
3
4年

解
体
修
理
に
あ
た
り
楼
門
に
復
原
さ
れ
ま
し
た
。

楼
上
の
扁
額

〔
高
幡
山
〕
は
、
洛
東
智
積
院
七
世
運
敞
僧
正
の
筆
。

新

丈

六

不

動

明

王

像
（
身
代
り
本
尊
）
　
北

宗
俊

作

当
山
の
重
文
・
不
動
明
王
像
修
理
の
為
、
身
代
り
の
本
尊
と
し
て

造
立
さ
れ
た
巨
像
で
平
安
後
期
の
様
式
を
忠
実
に
継
承
し
て
い
ま
す
。木 彫 ・漆 塗り ・ 極彩 色 仕上 、坐 像280c ｍ

鳴

り

龍

天

井

・
中

村

岳

蓮

筆

江
戸
時
代

大
日
堂
外
陣
天
丼
に
描
か
れ
た
墨
絵
の
裸
龍
で
龍
の
下
で
手
を
打
つ
と
妙
音
を

発
し
、
願
い
事
が
叶
う
と
伝
え
ら
れ
現
り
龍
（
成
り
龍
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

縦540cm ・ 横720c ｍ



１

不

動

堂
　

重

文
　

康
永
元

年

（
1
3
4
2

）

山
中

よ
り

移
建

不
動
堂
は
当
初
山
中
に
建
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
建
武
二
年
（
1
3
3
5
）
八
月
四
日
夜
の
大
風
の
為

倒
壊
し
ま
し
た
の
で
、
時
の
住
僧
当
山
中
興
第
一
世
儀
海
上
人
が
現
在
地
に
移
建
し
た
御
堂
で
、

東
京
都
随
一
の
古
文
化
財
建
造
物
で
す
。

塔
山

の
も
み

じ
（
十
一
月
下
旬
）

樹

齢

一
〇
〇
上

二
〇
〇

年

三
十
年
位
の
稚
木

三
五

〇
株

一
、
〇
〇
〇

株

案
　
内

高

幡

不

動

尊

の

文

化

財

と

寺

宝

（
太
字
は

国
及
び
都
指
定
文
化
財
）

高
幡
不

動
尊
は
安
永
八
年

の
大

火
で
数
多
く

の
寺
宝
を
消
失
し
ま
し
た

が
、

不
動
三

尊
像
・
大
日
如
来

像
・
菩
薩
像
三
躯

・
歓
喜
天
像
等

の
平
安
古

仏

を

け
じ
め
、
約
１
万
点

の
貴
重
な
文
化

財
・
寺
宝
を
今

に
伝
え
て

い
ま

す
。

●

建

造

物

●

仏
　

像

●
仏
画
等
　
尊

勝

曼

荼

弁

財

天

十

五

童

卜目

仏

画

卜

点 子 羅

田
公
実
作
品
群
十
七
点

●

工

tｔ

二

●
古
文
書

聖
経
類

●

そ

の

他

勧薙太五不鰐

部動
尊

火

炎

刻

権

現

神

進

状 刀刀牌 文口

像

内

文

書
（
六

九

点
）

弘

法

大

師

ご

遺

告

新文 古古土 金神八 理

趣

経
箇護

曼

荼
大寺

剛

寺

文

方
文
書
（
八

今

書

・

占

経

永
　
の
　
板

選

組

記

念

書 経事 羅
点

心碑碑 典集

新
選
組
関
連
資
料
群

山
菜
莞
及

び
愛
宕
山

の

自

生

針

葉

樹

林

お
祭
り
と
年
中
行
事

１
月
元
旦
・
２
日
・
３
日
　
元
朝
祈
願
大
護
摩
修
行

１
月
元
旦
～
節
分
　
厄
除
ほ
の
ほ
う
ち
わ
授
与

１
月
１５
日

初
弁
天
祭
　
厄
病
除
牛
王
宝
印
印
可

１
月
２１
日

初
弘
法
大
師

１
月
２８
日

初
不
動
大
祭
・
稚
児
練
供
養
、
だ
る
ま
市

１
月
３１
日
　
豆
煎
り
式

２
月
節
分

豆
撒
式

２
月
１５
日

涅
槃
会
（
釈
尊
入
滅
法
要
）

３
月
２１
日

弘
法
大
師
正
御
影
供
（
彼
岸
会
）

４
月
８
日

花
ま
つ
り
（
釈
尊
降
誕
会
）

４
月
２８
日

春
季
大
祭

国
宝
ま
つ
り
・
稚
児
練
供
養

５
月
第
二
日
曜

新
選
組
ま
つ
り

５
月
２８
日
　
正
五
九
例
祭

６
月
１
日
～
７
月
初
旬

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

６
月
１５
日

青
葉
ま
つ
り
（
弘
法
大
師
誕
生
会
）

８
月
１５
日
　
う
ら
盆
大
施
餓
鬼
法
要

９
月
一一一
日

秋
季
大
祭

大
般
若
会

１０
月
下
旬
～
１１
‥
月
中
旬

菊
ま
つ
り

１１
月

中
　

七
五
三
詣

１１
月
下
旬
　
も
み
じ
ま
つ
り

１１
月
２３
日
　
万
燈
会
・
も
み
じ
灯
路

１２
月
冬
至
　
星
ま
つ
り

１２
月
２８
日
　
納
め
の
不
動
尊
・
年
の
市

１２
月
３１
日

除
夜
の
鐘
供
養

重
要
文
化

財

重
要
文
化

財

都
有
形
文
化
財

重
要
文
化

財

重
要
文
化

財

重
要
文
化

財

市
指
定
文
化

財

一
躯重
要
美
術
品

都
有
形
文
化
財

市
指
定
文
化

財

市
指
定
文
化

財

重
要
文
化
財

写
真
参
照

写
真
参
照

寛
文
十
年

写
真
参
照

写
真
参
照

写
真
参
照

平

安
時
代
（
卜
世
紀
）

平

安
時
代

南
北
朝
時
代

室
町
時
代

鎌
倉
時
代

～
室
町
時
代

江

戸
時
代

文
永
ｔ

年
銘

重

要

文
化

財
　
　

康

永
元

年

銘

重

要

美

術
品
　
　

暦
応

．二
年

伝

伯

者
安

綱
作
　

平

山

季

重

佩
刀

一
二
条

宗
近

作

（
在

銘

）
北

条

氏

照
所

持

重

要

文
化

財
　
　

応
永
ニ
ト
二
年
長

弁
和

尚
文

案

重

要

文
化

財
　
　

南
北

朝

時

代

重

要

文
化

財
　
　

平

安

時

代

（

安
和

二

年

）

重

要

美

術
品
　
　

鎌
倉

時

代

重

要

美
術

品
　
　

平

安

時

代

重

要

美

術
品
　
　

平

安

時

代

都

有
形

文

化

財
　

江

戸
時

代

（

円

、
一
　
．
０

点

）

都

有
形

文

化

財
　

室
町

～
桃

山

時
代

市

指

定
文

化

財
　

室
町

時

代
　

ム
’
川

範

政
争

市

指

定
文

化

財
　
（
約

八

、
〇
〇

〇

占
一
）

市

指

定
文

化

財
　

鎌

倉

時
代

（
文

永

八

年

）

市

指

定
史

跡
　

明
治

九

年

銘
　

ミ
ト

ー
年
迢

立

数

卜

点
　
　
　
　

幕

末

～
明

治

初
年

市

指

定
天

然

記

念
物

毎
月

○
第
二
日
曜

○
第
三
日
曜

○
二
十
一
日

○
二
十
四
日

○
二
十
（

日

フ
リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト
（
リ
サ
イ

ク
ル
市
）

ご
ざ

れ
市
（
が

ら
く
た
市
）

月
例

写
経
会
（
一
時

半
）

千
体

地
蔵
尊
月
例

回
向
（
二
時

）

ご
縁
日

毎
日

○

護
摩

修
行

平
日
・：
八
時

・
十

時
・
十

一
時
半
・
一
時

・
三
時

但

し
　

一
日
・
十

五
日
の
午
前

は
五
時
・
十

時
・
十
一
時
半

土

・
日

曜
・
祝
日

の
午
後

は
一
時
・
二
時

半
・
四
時

ご
縁
日

三

十
八
日

）
五
時
・

九
時
・
十
時

・
十
一
時

。

十
二
時

・
一
時
・
二

時
半
・
四

時

※

一
月

中
は
別
の

時
間
帯

と
な
り
ま
す

○
交
通
安
全
祈
願

午
前
九
時
～
四
時
半
ま
で
三
十
分
ご
と
に
ご
修
行

○
奥
殿
寺
宝
展
拝
観
…
…
（
一一一
〇
〇
円
）

午
前
九
時
～
四
時
（
月
曜
休
館
）

尚
午
後
一
時
四
十
分
か
ら
当
山
職
員
に
よ
る
案
内
説
明

○
大
日
堂
鳴
り
龍
拝
観
土
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